








遠i噌切友人として 松本 富美江 会社員
私がこの会を知ったのは、私自身何かできることはないかと探している時でした。こ

の会に参加するにつれて、今まで漠然としていたものが少し見えて来たように思います。
その 一 つが、人の役に立ちたいと思うなら、その機会が来るのをただじっと待つのではな
く、自分から関心を持ち、一歩踏みだしてみるということです。

アジアはいざ知らず、アフリカは私にとって遠い国でした。会を始めるにあたって、
私はアジアやアフリカの現実をほとんど知らないということに気付いたのです。というよ
9)、新聞やテレビでのニュ ー スを身近なものとして感じていなかったと言うべきでしょう
か。アフリカについての本はすでに何冊か読み、アジアについての知識も深めるよう、
今、努めています。会での活動を通して、例えば今やっている南アフリカに教科書を送る
活動を通して\’'実際に ” 人に役に立つことができるんだと感じています。もちろん私の
小さなグル ー プははんの少しの助けしかできませんが、それでも、こうした活動を通して
隣の人に手を差し伸べることができるのです。憐れみや同侑からだけではなく、遠い国の
友人としてこれからもアジアやアフリカに関心をもち接していきたいと思います。

黒人が受けている差別に憤り 吉田 妍子 元中学校教員
戦後、我が国は目覚ましい発展を遂げ、町には物が溢れ、欲しい物は何時でも手に入

るようになりました。そのため、私たちは戦争やその直後の物不足と飢えに苦しんだ専も
忘れ、あまリにも恵まれた現在の環境を当然の事と思い、憾謝の気持ちを失っているので
はないでしょうか。新製品が出るとすぐ目移りして、まだ使えるのに惜し気もなく捨てて
しまったり、また、TVのバライテ，番組で食物を投げ付けたりしているのを見ると、
「これでいいのか」と考えさせられるものがあります。

一方、世界に目を向けてみると、今でも、アジア ・ アフリカの一 部の地域では飢えと
貧困に苦しんでいる所があります。南アフリカでは黒人の多くの人がアパルトヘイトによ
って悪い住環境に置かれ、充分な教育も受けられません。 （デクラ ー ク大統領が、先日来
日した時にアバルトヘイトは鹿止したと言っていますが、現状は以前とあまり変わってい
ないようです。）我が国では、これらの地域の情報が少なく、関心を持っている人も少な
いように思われます。私は1990年にネルソン ・ マンデラANC議長が来日して、 ニ ュ ー ス
ステ ー ションに出演された時、焦人が受けている差別の事を知り、憤りを覚えました。同
時に我が国の贅沢な暮らしぷりを恥ずかしく思いました。

世界中の人々が等しく教育を受け、生活を向上させられるようにならなければならな
いと思います。子育てが終わり、時間に余裕ができた今、これらの地域の人々のお役に少
しでも立てればと思いこの会に参加しています。多くの人々のご協力を頂けますようお願
いいたします．
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